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すこやかな森の子をめざ‘して

ー自分で名えやり ぬ〈新i"I!:のイー

1. 地域と学校の概要

(1) 校区は 、浜松市の西酎部に位附し 、南は太平洋に

面した#1j.Jギ地域である。太陽の光を 、まぶし〈 HHり返

している砂l"i:、強い風を防ぐまき囲いの家、新沖の森

をはじめ、各町の神社や寺院に生きる大木等、光と風

と潮騒の町である。

時代と共に校区は変わりつつある。鉄エ団地 ・卸商

団地や工場の進出と住宅の造成により 、•!]業）此家は姿

を消してしま った。一方食料品店や、会ネt員、公務且

の家庭が増加してきた。

校区内の施設には 、浜松職業訓錬短期大学や県立浜

松南高校かある 。そのはか身よりのない-(-供たちの養

育にあた っている杓濯施設、知恵お 〈れの人々の 自立

を図る学園、 小児税育センターのこども li:ll、投護名人

ホームなどがある。また寺院や史跡、伝説も多〈、地域

学料の素材となっている。

~ 
I 浜松の 中の新津 I¥-

"、 .,
砕岡県浜松rliJク：節it小学校

校 k 原 田文太郎

f交1"1カヽら兄た新ijt小学校

(2) 学校は 、明治 6年）⑬辿院燒内跡地に削立さiL、4ゞ

年115年めである。歴史と伝統のある学校で、現在児iW

数は987名、26学級の大規校校である 。

本校の自＇殿は校内に牛い）炎る !'I然の森である。「新;/t

の森」と 呼んでいる 。この森には、山桃 ・くす ・椎守

の樹令350年以 /・_の大木かある。森に比まる小島のさえ

すりや、木々の否りは、イ供たちの心を和らげ、教ff

の場として蔽適な屈境を生みだしている。

森と校令と子供たち
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2. 教育方針と学校教育目標
I 牧 (J I I ~ 2 ,f,,'•llr.' :1111'.¥・,,JIの伐，,,

ill 教有 }j含I・

4ゞ校の教育は、た くましし、体と！閃かな心を1がち、心

身共に娃康な ((Jしの実現をめざし ている そのため、

知 • 他 ・体の調和のとilた健康づ 〈りを図り、郷 I.を

愛 し 、 J i ・： ししヽ判断カ ・ ＇尖践力をそなえ• 、 1'1 分 で 杓えや

りぬ 〈祈；・ドの (を有てることにある

W ·In芽~ffllf哄 ( ;f-,1·メll

3. 健康教育実践計画

(L) 健康教有に対する），し本的な名え

① たくましし、体と翌かな心を持った((共の実現を

めざし、休ft ・ 保健・ 安全 ・ 給食の指淋を、知 • 他

体のバランスを考える 中で、教有課肛令体を辿して

尖践する。

② 児1'1-'.・家庭 ・地域の‘必態の 1-,に、，1:って、，lJ-plij(11-J 

に地追な尖践をする。

(2) 研究‘火践構愁 （ド図）

4. 特色ある教育活動

．

り

J

く

新

卜

の＇ト

H
分

て

ち

え

や

d

.. 9
 

・体fi指如：よ る11'・
JJ-』く りとi!J/Jの

'I 1,',lt 

• ・i'lll指>4,:よる楚
9泉的な'l.i,',11111の
・,c;; 

I 11/,:,'J(IJIの1,めの！！（朽棗

・ 係 if.illゃ · •;番,f;jJJ'.りを瓜l
’’し、<:Iiめ励£ す?級づ(
りに”，，る。

· ifMc ち力"I さ 'I さ と ~(り
mL・ 児令会iMIJや 'JI~喝 j)J
セ展Iり1する．

• \\!,\ち の よし•あし・さつや"
Lし・．ー、父づカ・し・がてさるよ
うにする．

• r森の（の・11, J々I々の
致ft,il•"•か I •てポイントを
おさえ指(t;するb
・ 即I•のな々核<:LUl!!!l
のふ111,し・i,',j)Jを十す＆うる。
“ぷてのj,f,§IJ。 外紋11,.
?'I-I.JI 

・学¥"11111凶とよとめを Lっか
＂おさえ ,,ri衷セ展Iり1する．

・ ひとり守びて()•,)の そえを
.,、・せ．グルーフや全IVi
代によりti.11,iのさせる．
・?11のJ,LIさ・人し木をおさえ
に指＃を畝htする．
I;',,,, カードによる指4,
淋,・.,iiりテストの・t施）
・牧uの具象化を問る ととし
に I~験.・,・代の機仝ヤふやす．
・?¥'Iにおける駐本的な Lつ
＂をりに ついさせ.?¥'Iの
，a J'¥-化々Mる．
1学nのJ,¥,t<カート・.,,,,t< 
ふり'I)

, ・A ・人にめあてをbleせ
て ~,,i! びJ)Oj.わえるIHf
尺文を炭Iり1する．
., 象;L'・笈11:J述りIJと述りIJ辺び
の場を，.i:、j'・tる，
・健,..,的な'Iif,'/ズ ↓ツ）',i:lf
をti<¥る.(欠私ゼa)
'"ールや約・kセ守り．（）ら
りを守る'Ii,',1:111 •>定 fl¼'
ti<¥る．

. '如lli·l •N<. fij'/; ゼロ）
• ol L し · J'l:· I•マ＋ーや健,..,的
なた11111の定行を図る。
ffl,i食.la七口）

II) 新iドの森を'r-.
かした教tr活動

仕休みや放課後

は、 ペンチで｝又だ

ちと語ら う(・遊

びに判しる(-袴で＇

にぎわし、(-供たち

の憩いの場とな っ

てしヽる、また学粁 ．

予級会 ・染間述動 ・

仲良し給食 ・'"/:年

巣会 ・部活動等さ

まざまな場として

活用している。

(:!) 「すこやかデ

ー」でよりよし、'-!=.

泊を

1,f月 IHには 各

教喉の削に緑の旗

がたてら jLる。新

;g小学校の健康の

II「すこやかテ＇＇ー 」
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・てきI、:,'(しく(i)sてるH、
friMlib'てさる

・健'"'な'l:iM'/tl'¥を知：
っItる
・随Iぷ心、品セ，,:;め;,r,~\の
ある'l:i,',がてさる。

• 安全なjI t/Jがてきる ¥11
点セ身C:つける。

• l' I 他の'I,. '~をり・えてii
釉てさる。

• ,1. L l・→ナーやft1111¥
をりにつける。

• ft·J• の kWJ さを '!11•1 楽
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森の子広場につどい絵を描〈子供ら

である。「7じ気いっばい」「力いっばい」「友たちいつば

い」を合言菓に「5ゼロ運動」に取り組む日である。

E 今
だI...i.. W ダ~)_.:;・ 心 I

全教号ミの削に緑の旗か「すこやかテ‘‘ー」

この日には、欠席ゼロ・交辿ボ故ゼロ ・偏食（残菜）

ゼロ・忘れ物ゼロ ・スポーツテスト級外ゼロをめざし

て、日々の生活を 「森の千の一日」て反省させている。

この時間を「すこやかタイム」とし、20分をあてている。

棒体操で体力つ〈りに励む

rn 業間運動で体））つくりを
学校生活の中で I・分連動鼠を培やすと共に、体力の

〈ぱみを是j]・：することを目的として、ストレ ッチ ・枠

体採 ・リズム辿動・なわとび ・持久走等週4回楽しみ

ながら体力つくりにl1i/1んでいる。

(4) 全児童による出会活動

ゆとりの時間を生かした出会活動は 「森の—f タイム 」

と呼び、紺週土曜日に、子供たちの学校生活をうるお

いのあるものにしている。北会委員の自主的な壮画の

もとで運営されるこの比会では、デ節に合わせたさま

ざまな活動か行われ、子供たちの楽しみのひと つに

なっている。

(S) 小中の一n教有 （次釦

5. 家庭・地域との連携

● 学校の教育）j針か、家庭や地域住民に I・分埋解さ

れることが最も大切である 。 そして —(-供たちを固ーの

)j向で、地域ぐるみで他康的な料11't形成に努めてきた。

よい(を有てるための役1-ai会
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6. 

(l) I洛な活動 • • ••• • 学年だより ・ 保健だより ・ 給食だよ

り ・健康カード ・学校だよ リ

(2) 参観会 ・ 愁談会••… · N 月 1 回

(3) 地 域愁談会..… • 各地区ごとに夜尖施

(4) 家庭教育講座•••• ••年 3 lul学校で

今後の課題

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

親 (ふれ合しヽ会・,.,,.各学年 ごと

辿学班親ーrの会・・・・・年 2固Hi伍：毛
PTA活動 の活性化

糸lintのよし,_r を育てる会 • … ••年 3 回

小中の一貫教育

—(- 供の教育は、

学校教有たけでは

I分な成果は期 待

できない。家庭や

地域の教育力を高

め 、学校と家庭 ・

地域がhしヽに 辿携

し、 Nil和し合 しヽな

がら取り組む時に

人 きな成朱かあか

るものである 。

今後は更に 、小

中学校の一 l'l教ff

を深め健康教育を

推進する 中で 、P

TA活動の活性化

や地域の組織的活
．． ． 

動により 、 ぐるみ

教有を桁実に実践

し、すこやかな-(

を育て 、特 色ある

学校つ〈りに努力

してしヽきたし‘。

① 

自ら鍛 え 喜 ぴ を 味 わう新 津の 子

小学校 T 中学校
教育目標

＇ 
， 歓青目露

・自分0)めあてをも ってめ
1,1: jjJJんで体})をつける

i ◎ 自分で考え．ゃ あ ロ ・できた囚びのもてる体 ◎ 生気にあふれ，

りぬ く新律の子
て 百店動ができる 自ら実践する生徒を
も 保

• lllLJiな生活翌11111を身に つ
・学ぷカ つける ・自 ら求めて学ぼうつ

・Ill頃，Or.itを;a;め活気の
て 虹

大きな声で発表
1-t 強

ある生活ができる
I← ・思いやりの心をも

する し、
安

• 安 全な行動ができ る

体
知mを以につける とう

• たく ましし、体 1こ
全 ・自他の安全を考え行動
ができる

力いっばい運動
鍛

・iEしいマナーや貞四口
・強健なからだをつ

え 給 を身に-:>ける くろう
する る 貞 ・食'JIの大t;Jさを知り楽

子 しいn生活ができる て

・思いやりの心
． 

~ 

友だちと仲よく 生 活 -子 習

する ， ・船団tit4話に必要な基,.,,押I. ・基本的な学習習慣の定石を
に一活習 の充実を図る 図る

・気t.!らのよし生あし、さつや， ・学ぷl'l'ひ＇を味わう授渠改苔
けじめのある ,.~ かでぎる を図る

② 

研究構想図

健版教育推進協議会糾肱

推 進協議 会会長 ・副 会 長

新tit中学校区健康教育推進協議会

小中合同 研 究推進委員会

小

学

校

P

T

A
研

修

小学校

研究推進 委員会

◎ 校 内研修

・部別研修

•学年，学年団研修

・全 体研修

◎ 小ヽ ,,合同 研修

・全 体研修

・部別 研修

中学 校

研究推進委員会

◎ 校内研修
・部別研修

•学年研修
・教科研修

・全 体研修

中

学

校

P

T

A
研

修

新 津の よい子を育てる会
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子供か主役の健康教育
しなやかな健康i'I已指吟力のある

疇ア『

イしと廂/dこ圃ま1Lた学校J氣燒

1. はじめに

(1) 今、なぜ、健康教育の活性化なの力‘

今II、H本の閻度粁祈急I戎Kは、校1メ．．の1農家を1山］視

共稼 ぎの 11llt't:/農家へ と変谷させた。

共稼ぎ家庭はどうしても仮州になり、 〈食べる〉

〈辿動する〉 《休息する〉 4泊 の リズムカ吼しiLかちに

なる。

そこて、牛祉にわた って健康を妍進し、 i'I已指弁jJを

もった 児州のffl皮か課題となリ、 ［伊、力、 j:_役の健康教

有を），L盤にし た平校経’貨の必然性かここ にある。

(2) 今なぜ、地域ぐるみなの力‘

瀬Ii大低か[;f.j辿し、 l'LJI El位jj出自動中追の翡松インタ

ーか，，!-I叫さh、都市化の笞ししヽ校区である

都巾化視泉と共に入われてゆ く 「体）］」 「親(-の対

'"r,」 「心の翌かさ」など力：地域，i梨辿 となり、学校保健

委11会か1以動力とな った、心と体の健l,Rつく りかはし

まる

(3) 地域の教育力をいかし、地域に学ぶ

子供の育成をめざして一~

'c/, L 

{i 1111!,(,:':j t公diヽ・r:t1'HJ¥:'Jヽ・-n文

校 k 富 永 弘

健康教TIば芥`校の取リ組みだけでは限界があり 、地

域と一（本にな った活動かどうしても必安になって〈る

PTA、地域の 各HIヽii(本は、,'芥校の向 う_-:_軒1,1,j隣，I)

;I)関係て、地域の教有｝） を活用し、地域の知忠をし、か

したllりかiLたが中とつく リかできてこそ I;父呆か！り11かでき

る

2. 学校と地域社会

(1) 歴史と文化の さぬき路

本校の 束に 加 •1 c の 占戦場〈印，',\ 〉 、）＜ドの 名 !\ii 〈 栄林

公園〉、西に弘法人帥ゆか りの総本1l1〈洸辿、り〉 、航

ii1tの 守邁~,, 〈令JJ 比禅'. '/'. •; 〉 、北に ―~I·!Ill の柑j', ✓) ('jヽ＼！．

＇は〉．〈瀬I―i内海IEI、［公園〉をひかえ、 j求l!Ji)ゞt1付をii'!.る

とIEl追lPJ線 で20分の1i/jに本校は(、・,:;;りする

(2) 伝統 文化のある校区

校区は、1が仄JI}代の甘よ 'il:rlけ、地場1桁北(/)樹JI既焼

：ょiUi時代に始まり 、今 IIに全 ってし、る
4 ヽ」tt!J 〖!,:よ、 ii.I'杓J期のfU、民ぶ とし -:. I 11 /) Ir, 裳

文化財ハ指巫をうけてし、る ，(1.;統文化を受け琳 き、教it

に人変熱、しな地域てある
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(3) 歴史 伝統のある校風

明治20年間校以米、歴史 と（ム統かあ る。明治28年卒

定の野,,,.. ;J香,,i.画伯は、釈雌の兜地、イ ン ド・ベナレ

スの か院に釈尊一代記の咄画をかき 、及術をと おして

お釈迦さまのすかたを世界に知 らせた功紐を残す。

（昭和 7年から 5年かけて完成）

kil-: 2年には、関西電力名件会艮I叫原義if(氏か卒業

するなど歴史があ り、伝統ある校風を今l:lに受け継ぐ。

● 児,・,i::数 584 ●学級数 17 ● 教 1~放 22 

3. 教育目標と健康教育

(1) 学校教育目標へのアプローチ

児猷会か健康 • 安令 • 本 fl : • \1 ,. 1 際視；和 を II 乎 ひか It る

〈自ら学ぶ〉

今日に必要な労料とは 「限りなき学や1」で、先見を

もった参加の学料である （自己指導力 ）。

〈参加 と交流〉

参加とば受身でな〈、 仲間 と一緒にな って、問題解

決に主役の一人として参画することである。

(2) 健康教育と学校課題

豊かな心とたくましい実践力

学校、家庭、地域が一体になった活動

(3) 健康づ〈りと学校環境



8

4. 学校課題と子供が主役の教育活動

生涯学び続け、しなやかな自己指導力のある子供の育成

股かな心とた〈ましし、火践カ

あいさ つ

,,, 切 手集め

化の 111_-話

・ ・Ali. 鉢

栽培泊動

米づくり

ら. つ" ら

学き 健

び考 康

ぇ 久ヽ’・

実 令

行

す

る

なかよし登下校

廊下歩行

おはよう

マラソン

がんばりカード

業IBJJ'iJ/1遊び

V Si;f; 動

クリーン作戦

すこやかチェック

健hidll,i炎

集
会
活
動

仝
校
音
楽

褐
示
環
培

美
的
哀
培

諜
題
解
決

学
び
方
学
羽
11

読
閤
紹
介

読
内
タ
イ
ム

森
料
の
活

JIj

枯
報
の
選
択

個
性
化
学
羽
11

、11
己
諜
辿

ふ
る
さ
と
学
甲
11

地
域

の
教
材

化

診
断
カ
ー
ド

相
談
カ
ル
テ

ス
テ
ッ
プ
学
羽
11

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

食

4
括
改
許

正
し
い
マ
ナ
ー

学校家庭 地域 か一体となった 地域 ぐるみの活動

(l) 洋校・家庭 ・地域ぐるみのしなやかな心と体の健

康づくり 。

(2) すこやか活動を中心に、リズムのある健康1l.i古の

やIH'tiL。

(:3) 地域とのふれあしヽを大切に諜凶をも ってともに学
ヽ．． 、)、0
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5. 子供主役の健康づくり活動

(1) 自分から健康安全に取り組む

▼安全活動 く自已診断カードで紅欲化）

冒？芯芯:;-;Lて＾り力えってみよう．
'" r1 • .+•- • • ● "'・ ，，しヤ.,,r, る

3
 

•9 

，
 

"'fl'! 紀

... ""・・・ ルヽ・て'. 

.. し,. ,',\>'•"てしる

く<・"』)I. ,,,,.7,,. わり e)I~)>W)ことがら,:ク、し＇て. ,xv>と'"'"て"'るだ,,; .. 
n7v)あて，よよし と；み,:ぶぇん,,.,て. • ~ •• LI て 人よう

り・'・ヘ^ よくて"''と',; ' 
”ハ・,...てH,とさ；l- I 
’ふ＇』う』とカ・ rどしりと,,・ぇな,,」と さは 3 

,,, よりてさなか ，ヽ"'と "ょ ！ 
rぜ^ せAてさなかった」と '" I 

, . .,., し"とこみヤ．“てつなし・てみょ ； fA な" " なる●，•,, 

▼やわらかい休づくりカード

lやわ らかい体カード11
5年 2象11 横111 fl<. {-
63年 6)I2711 

含ll'IMt.仝てみう卜のルさ／，セ<!hlて（ lヽ
そ"'・,.そ＂こと 1.',¥y、ヽIIて,.,、9・'・・'"
トの'I-,,,,よくな..たと心う．そ れi:. r, • ム

、I• らルールを)'って 東 9ヽる； うにな r. これ
ら．みう ,v,'1,;),y"f・,て，．るからだとビ ・'

こ,,..,・・ら""'"' 塁
▼目覚まし活動

やる気を有てるおはようマラソン

▼がんばり活動

ぞ:・i
仲よ く災柑Jt'I由遊び

Lっかり 紬1Hたのて．プリッジがつしてとさるよう
にな っ たことがすこ＇（う い L し ．• あお ,:,111< こ ね て足セ
r; ける迷動• Lスムーズにてさ るよ うにな った。 これ
から. - ~r.11絞"て．どれ 1、'11.!('.Uがのびるカ・ 'Ni Lみ
てす。 こILから b ・や わ らかt・fi-.(¥り にがんばろう ．

すこやか活動▼ 

・人ひとリカ凸渫也をも って
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(2) 思いやりの心で助け合う

▼ 青少年赤十字活動

ネノヽールにきHしヽな ）1: 戸水を

▼ 花いっぱい活動

1・1分送の千で及しし、学校に

▼ 勤労体験活動

▼ ふれあい活動

令校,,,_心を一つにし て背楽虹会

▼ 親子ふれあい活動

親(-でふ、tLあ＼ヽともに学ぶ

▼ ふるさとふれあい活動

地域 ぐるみでもちつき

6. おわりに

名11又中央湘ft委員l;f;は、9番介報府のq,で、香Illリ，しの

柏祇小学校は、 「個々の児哨の保健秤則と指;qに｛如l

た I .)、• と努力があ り、児o'fi:ー・人ひとりの自 j:_性を ,ii,屯

し、触れ合いのある人間関係f{I戎めざす尖践かあリ、

郷 卜の文化と仏統を生かし地域の人々や家庭と 一体と

なって （イiてをする教tiかあります。そして、心翌か

な聞"を育てるための笥栞や必術の教育なども他校

の範になると評価しました。」 と過分な，；中価をいただし、

た これは私たちへのIiiりましのことばと受けとめ、史

なる［伊、じ役の健康づ〈 りに粕進したし、
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敷島の里に学び生きる健康教育

ー大地とともにたくましく 一

．
 

-f‘ 

Lさしま

愛知県東加戊郡旭町立敷，I似小学校

校長 小山 欽 也

1. 学校の概要

旭町は愛知県の北辺、、人作川の上流に位附し、北は

岐 .. i"-. 県に隣接してし、る。1伯桔82km2(82. l<?oか山林）人

u約4400人の自然悶かな山あいの町である。
4ゞ校は、旭町の中南部、標翡375111の地にあり、全校

児崩100名、職員11名のへき地校（へき地 1級指定）て

ある o IIJ-J冶5年開校以来116年の歴史を持ち．幾多の変

造を舒なから常に旭町の中心校として歩みを続けてき

た3 辺地にありなから古くから歌に親しむ人か多く、

校名 「敷，1;,¥」は、本居・,-;:長の歌

敷島の大和心を人問はば 朝日ににおう山桜花

からり1かれており 、旭 （朝日 ）の中心校 として発展す

ることを1店([ったものと仏えられている。

学区は、九つの大字からなり 、全戸数329戸、人U約

1300人である。学校の近〈の神社に残る国の天然記念

物 「貞観杉」 （樹齢 1000年を越す）や県無形民放文化

財の仏統芸能 「＋加の手」に絞徴されるように、自然を

はじめ占くからの伝統やしきたりを大切に守り続けて

いる所である。

本校では、こうした地域の自然や仏統 ・文化を生か

した教育活動を長年にわたり柏み Lげてきた。

2. 本校の健康教育

fどもたちの生活か、地域の土や自然から遠さかり

つつある ことを感じた私たちは、昭和52年度から家庭

と協力して、様々な勤労体験活動を進めてきた。また、

昭和55年度からは、体力づ〈り 、環椅づく リを中心に

した保他活動に取り糾んできた。

こうした本校の教有の流れを受けて、昭和59年度よ

----,_ . ・——• 

ii」に囲まれたi&,1以小学校

り、学校経営の中核に健康教育を位附づけた。イども

たちの心と体の健やかな成長は、 H々の生活の允実か

らもたらされると考えたからである。（全体桃想参照）

本校では健康教育のねらいを次の 2、,,'!」こ附いている。

• -f どもたちか自分の体や牡しを見つめ、健康の保

持増進に進んで立ちl句かう態度や能力を行てる。

●地域の自然や文化・人々とかかわり合う活動を辿

して、心のつなかりを深め、あたたかな人間関係

を育てるとともに枯り強く実践する態度を捉う 。

そして、子どもたちの心と体は、様々な活動や体験

の中で相且にかかわりなから一体となって有っていく

という考えに立ち 、次のような 4つの活動を展開して

しヽる 。

(l) 体験的に常ぶ授業つ｀くり

(2) 一人一人を見つめた保健活動

(3) 泊動力を高め、つなかりを深める学級総合活動

(4) 地域の自然や文化にふれる敷，1以活動

この中から、特徴ある泊動を以下に述ぺる。
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全体構想

粒 育 目 標

敷,r.:;のl'I然と文化を愛し、 u本(I'•) , (ii]辿(Iりに'I:きる）Jをも った

たくましし、児;'j'i:を脊成する

めざす（・ ども｛象

つょ あかる〈 1 まなびあう

叫＇り弛（やりぬ 1 郷 I・.や仲Iii!を人:t;IJ I f也から学：びながら
({-ども (: する{-ども (:1)り出す{-ども

（研究.j辿 〕敷 島 の 'Iしに学び 'I,きる 健 1ぶ教 ff
-Al也とともにた〈ましく一

i砂 JJJ釘：jめ、 つながりを深 I. /¥ ・人をみ つめ た:I地域のfl然や文化にふれる
める学級総合 il;1/J 保 健 il; 11/J 敷 島 il; 1/J 

， 
0地域を歩〈 iM;JJ
・長）Jfl/(牙勿（こ哀見しも•

・川や 1・地を調べる

・歴史や文化を訪ねる

O'(iてる泊1i)J

・学級1:i,刈ての野菜づくり
稲づ〈り

0削るiMiJJ
・11¥1伐材和IJ!lのペンチハウ
スづ〈り

・ダンボールによる家づ〈

り

Of本）Jづく りや'Uli改仰にJf:1.
り組も・「はつらっ','(,:;」

o .. ;:: 校保健委員会を中心 とし
た経ll奇哉的な活動
〇児，)¥f呆健委員会が取り岳llむ

3 ゼロ運動（ク,1,y池｀・ ロ • も・

L/4ilゼロ ・,1枯故ゼロ）
・ク(l.y;ゼロ • もし/#ゼロを

めざLt、・「（｝ん太 ・!IA
hMi!J」

• かんふまさ つ

・はだしの'Ul;
・ぞ節に1心じた（本）Jづくり

0教師によるfl!!を見つめた保
健指;!f.,健康./!Li炎
Ol'TA健康推進部が進める

'l:il; の リズムづ くり
o・・t1><: 婦人会と協）Jして進め
る食牛泊を兄直す述勅

o・ 求胚と •体 とな っ た「 I'.< こ

親しむ」 iMJJ
・兄弟て育てるカ・たら l、化

壻と、家庭菜liil
• j直../:l・tlて有てる学校罠li,I

〇地域<:(ぷわる怜の手組）f~i,f; 
1iJJ「敷秘rども枠の手」

0地域の文化や〈 らしを調べ

る郷 f・.研究

〇令校て取り糸llも・令符バンド

休 験 (Iりに学ぶ授皮 づ 〈り

教 n-
.
J
 

斗

、'
徳 I特別泊直!J

学級づくり （・ ども !'I'. A名 1 地域 の教 fi)J

• jl,j!!iの関心｝ドを持つ

・つながりを深める

・受容と具感的Jll!.糾

• イIMt'I:のit!• ~

・ ふるさと の r1 然と l~.l I 

・ふるさとの人々と文化
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3. 一人一人を見つめた保健活動

健康教育を進めてい〈中で、 「本校は、全校的な活

動や生活訓紬的な活動が多〈、発達の差が激しい低学

年の・(や 1:1汀砂しには無理な内容か多いのではないか。」

という反省が出された。そこで、いままで進めてきた、

体力づ くりなどの保他泊動を (-どもの側から見直し 、

改良や工夫をしてきた。

(I) はつらつ宜言

-(-どもたちは、それぞれ自分の体や体力に関する責

料（けんこうカード）を持っている。 (-どもたちは、そ

の在料をもとに 、1年間取り組んでいく娃康づ〈りの

めあて 「 はつらつ-.~言 」を立て、親や教師のアドバイ

スを受けながら、その達成に向けて取 リ組んでいる。

紺週木H/clEIに行われるすII.ff教師による健康相談は、

こうしたはつらつ直言の逹成度の評価や助言をする場

になっている。

(I,) 1h忌 ~@=[j5'

2 ~ 午 ＿

v'I↑のリえ ＿ I-=--- --'-匹—4
し●● 

/ .. 
―b_:_ー一-~-.....、,. 1 

一人一人か持っているけんこうカード

(2) 児窟保健委貝会を中心とした組織的な活動

fどもたちは他康に関する自分たちの課題を探り、

具体的な活動目椋 「はつらつとした生泊を送るために

3 ゼロ （ むし歯ゼロ、欠席ゼロ、 •j,;故ゼロ ）をめさし

て活動する。」 を設定し 、図にホしたよ うな組織のもと

に活動をしている。活動の経過や成果は、年 5回行わ

れる平校保健委員会の場で報岩し、学校医や学校仙科

朕などの助言を得ている。

即東委員会の進めている欠席ゼロ述動では、マスコ

ット 「けん太」を活動のシンボルに；；りき、 「他太活動」

として進めている。

けん太の旗を掲げる他康委且

-I児童会 I
・執行委員全員(4)

・健康委員全員(8) ・欠席ゼロ • も・し（#ゼロ
• 安全委員長(I) • •fl故ゼロ
・図苔委員長(I)

・体育委員長(I)

・放送委員長(I)

-I学級委員 I(2 x 6) 

この連動を追して、 (どもたちに健康 1、1主竹理のカ

か育っていくことをI.Y.(iって進めてきたか、全校揃う日

も昭和60年度の38日から、 61年度110日、 62年度120日、

63年度(63年12月24日現在）100日と坪：え、成呆か I・.かっ

てきた。

rn 令節に応した体力づくり
木校では、 一人の肥渦児を追跡し、 l力）j間の柑i'/'i

カロリーを調ぺた。その結果、日鼎 Hや祝Hの消'/Ji贔

か極嬬に減ってしまうことがわかった。これは、過疎

化により近くに遊び相手かいないことや室内邸の遊び

が主流になっていることなどか原因となって、述動闊

が極端にi咸っているためと考えられる。このことから、

学校で適当な運動絨を確保してやることが子どもたち

には欠かせないことを再認識した。

本校の-(・どもは 2 ・3時限の業間に設定している太

賜の時間(30分間）を使い、令節に応じ、種々の連動に

'''  

」

け
ん
太
活
動H
 

け

ん

太

・けん太焦板・・fo日の全校の欠席の様子を知らせる。
・ けん太メダル • • • 一週削休まずに登校したら、けん太に手作りのメダルをかける 。

・けん太甘・・・1ヵ月休まずに登校した学級に＇化 1人を渡す。

・ けん太の旗• • 全校休まずに登校した日は、 IEl/iitの下にけん太の hれを 掲げる 。

'''  
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取 'iNI. んてしヽ る 、介は平級の仲間のつなかりを深める

こともねら って、学級ij'r位て出[・![遊びやポールゲーム

を行ってしヽ る ，夏は述動会に向けて縦，1illリグルーフを

,,, 心にリレ ー紬柑や― •輪1[i.ノヽレードの条東料に収り糾ん

でしヽ る 。秋から冬にかけては、 一 人一人かマラソンや

なわとびに挑戦してしヽるか、こ/.lはあ〈まで一人一人

の能力に応 じた1=1椋の達成をII指したも のである ，／｀

4. 活動力を高めつながりを深める学級総合活動

「地域をル<;,r, 動」を,,,心と して 、 「ftてる泊動」、

「f!ijる活動」を糾み介わせた活動をゆとりの11.'j/i¥jを利

川し、各学級て展/:flしてしヽ る 。 ［ども たちのみずみす

しし、感Itゃi/di)J力を翡めるとともに 、 (-ども /,;JI:のつ

なかリを深めることをねらっている。

11r GI!. 「lit 6'!. 年度 6~ 年度

l しヽきものとなかよしになろう ともたちのいえをたずねよう すんているところをおしえます

2 とうふをつくろう ダンボールであそばう 2 if-水ぞ〈かんをつ〈ろう

3 敷局の今と廿をよ〈しろう おそはをつくろう 敷，(';を歩し、て調ぺよう

4 川の流れ・働きを調ぺよう り;:作!IIを歩〈 矢ff/11

5 敷島の地をよ〈しろう 哨k,I;;;の土地利用 を調べよう 米作り

6 特の追を歩こう 木に親しも う

-

/4 

4年 「矢!Plを歩く 」

分水益'iからi/Jj:までの旅の途中、川を観寮する rども

教科の指併においては、総合活動とてきるたけI関連

をもたせ、体験を通して学ぶことができるようにして

しヽる。

5. 地域の自然や文化にふれる敷島活動

地域の環境や風_I・_、伝統などを tj:_かした教有泊動を

組織し、 (-どもたちの心身の発達を促すと同IIかに、縦

の人間関係を深めることをねらっている。

(I) 家庭と 一休とな った勤労体験泊り）J

本校では、 }-jの第 311111'1! 1・1を 「I.に視しむ rl」と決

めている。

(-どもたちは各家庭で一 人一人学年にI,もした Ji、•さの

家庭朱l』を1°:'i'ち、 I. を耕すことから収穫までの泊動を

してしヽ る 。本年1文で8年1-1になる。またり砂＇；で有てる

「かたらい｛此¥i」づく りの活重））も 6年間紬け ている

第 2とり てを 竹ろう

,・, 分の-tillを手入れする(ども

「起lflJ流」を祇ずる(-ども

学校牒!,iiもll({fil54年に 5アールの・WIを借り、 i直学l・ll

iii: に協力して、人参やイチゴ作りに挑戦してし、る。

一部は学級(1)1; 芯l点lとしても利川し てしヽる J

(2) 地域に仏わる枠の手継if,活動威，I以rども棒(l)f」
.. ! ・Ix:には、明治以木 「枠のTとし、hhる仏統公能か
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三流派（ムわってしヽ る 。昭和57年疫、怜の手の残ってし、

る三地区の保{{会の代表、 PTA・学校の代表で 「敷

, 1; ↓ rども枠の手」実行委且会を糾織し、春東料の出tiりや
・h'I報の父挽の会を持っている。令東料の場はおもにその

地1メ．．の神社や公会党て、保存会の人か指袢一行にな って

しヽる 。

令校の児常も、三流派に分かれ），し本の技を一人一手

できるようにな っている。始ま iしば2分間はどの油技

であるが、大きな気合いと緩急のある動き 、そして、

長い 「間」と全身を使う iii(技に(-どもたちの息もはず

む。

(3) 辿学団で調べる郷-,-研究

(-どもの自主的な研究活動として昭和52年度より始

めらh、12年になる 。同 じ辿学団の4年*-以 I・.のrど
もたち 4、5名で縦割りグループをつ〈リ、学lヌの逍

跡、文化財、自然、産業などを調ぺるものである。ふ

るさとへのJ刑解と愛恣1: を深めさせたいと l~(i っ て進めて

きたものである 。調Off.研究の期間は以休みであり、学

校から離れた仲間lnJ-1:のつながりを深めることに役だ

ってしヽ る。

組1,.1・.{Jlf"it'Ji:Ki~ 

(.¥) 親(-で‘芥区を歩く 「ふるさと探，，}jノヽ イキ ング」

PTAの健康推進部の，:1・11¥ijで、 11f年、視(-で学区の

目然や史跡を，:Jjねてしヽ る 。村l物、昆虫、野島、魚、’史

跡の」i.つの班を視-(-の希哨で編成し、観察や学料をし

ながら,'芹区を中心とした!Hf内を歩く活動である 。，晶師

は町内からその近に堪能な人をお l~(i しヽ している 。

6. おわりに

4ゞ校では 、 ［どもたちの心や体の他やかな成長を、

哨ti以の 1ドの1守つ教育力に求めてきた。り！．の特つ教有力、

それは 、,・,然であ 1)文化であり、仏統に災打ちされた

人と人のつなかりてある +し、、こうした閑Ji位にもま

れ、こiしまでの取り組みを辿して、 (-どもたちの心や

体は、ゆるやかではあるか確かに行っていると確1.iす

るも のであ る

「あっ、イカルだ。」（野．島班」

4ゞ年度、 K年の‘夫践が認められて、小規校の部で令

'"'特別（袋秀校に選ばiLた。 しかし、 IIの前のrどもは、
II々 tliたな課迎を投げかけている とし‘ つてもよし、 健

康教行に対する不断の帖進を私たちに，；1豆えている ので

ある ，
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新内県長岡市立新町小学校
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幅島県輻島市立幅島第三小学校
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中規模の部

(19学級以上）

(7 -18学級）
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全国優秀校

全国優秀校

全国優秀校

全国優秀校

香川県高松市立柏紙小学校

岡山県総社市立総社西小学校
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全国優秀校
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全国優秀校
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秋田県北秋田郡鷹巣町立東小学校

山形県洒田市立飛島小学校

富山県西砺波郡輻岡町立淵ヶ谷小学校

高知県高岡郡窪川町立阻罪l―'小学校
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